
校
長

後
藤 

佐
登
美

　

保
護
者
の
皆
様
、
お
子
様
の
御
入
学
、
二
年

生
、
三
年
生
へ
の
進
級
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
特
に
新
入
生
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
高
校
入

試
を
経
て
、
高
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
毎
日
の

生
活
を
本
当
に
注
意
深
く
、
家
族
ぐ
る
み
で
乗

り
切
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
だ
ま

だ
感
染
症
へ
の
対
策
は
気
を
緩
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
注
意
深
い
行
動
を
と

り
な
が
ら
、
感
染
予
防
に
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

学
校
で
は
現
在
、
生
徒
会
を
中
心
に
文
化

祭
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
、
検
討
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
学
校
休
業
が
明
け
て
か
ら
、
文

化
部
の
発
表
の
機
会
だ
け
は
何
と
か
確
保
し
ま

し
た
。
し
か
し
今
年
度
は
、
感
染
予
防
を
徹
底

し
な
が
ら
、
文
化
部
の
発
表
、
三
年
生
の
ク
ラ

ス
展
の
開
催
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
地
域
の
皆
様
に
来
場
い
た
だ
く
こ
と

は
、
ま
だ
で
き
ま
せ
ん
。
入
場
で
き
る
人
数
も

制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
直
接
来
場
し

な
く
て
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
生
徒
た
ち

は
さ
ま
ざ
ま
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
表
題
の
﹁
知
行
合
一
﹂
で
す
が
、
今

年
度
の
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
い
た
し
ま
し
た
。

中
国
の
陽
明
学
の
始
祖
、
王
陽
明
の
主
張
し
た

命
題
で
す
。﹁
知
は
行
の
始
な
り
、
行
は
知
の

成
る
な
り（
知
る
こ
と
は
行
為
の
始
め
で
あ
り
、

行
為
は
知
る
こ
と
の
完
成
で
あ
る
）﹂﹁
行
動
を

伴
わ
な
い
知
識
は
未
完
成
で
あ
る
﹂
こ
の
よ
う

な
意
味
で
す
。
こ
の
﹁
知
行
合
一
﹂
の
考
え
は

日
本
で
も
江
戸
時
代
か
ら
広
ま
り
、
幕
末
の
志

士
、
吉
田
松
陰
や
高
杉
晋
作
な
ど
も
強
い
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

現
代
は
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
も
発
達
し
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
は
真
実
も
虚
偽
も
流
れ
て
き
ま
す
。
自
分

が
知
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
確
か
め
、
実
行

し
、
周
囲
に
仲
間
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
し
て

未
来
を
創
造
し
て
い
く
、
そ
ん
な
人
生
を
歩
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
袋
井
高
校
で
も

I
C
T
教
育
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
署
名
の

場
合
の
押
印
無
し
な
ど
改
革
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
徒
指
導
、
頭
髪
服
装
検
査
等
に

つ
い
て
も
教
員
と
生
徒
代
表
と
話
し
合
う
場
を

設
け
、
生
徒
主
体
の
学
校
に
し
て
い
く
よ
う
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
﹁
も
の
ご
と
を
知
っ
た
か
ら
に
は
、
正
し
い

と
思
う
方
向
に
進
ん
で
実
行
す
る
。﹂
そ
の
よ

う
な
袋
井
高
校
生
が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
我
々
教
職
員
一
同
、
生
徒
の
皆
さ
ん

の
成
長
を
支
え
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
本
校

の
教
育
活
動
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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教
務
課
よ
り

教
務
課

今
年
度
の
袋
井
高
校

　
令
和
三
年
度
は
、
一
年
生
二
四
七
名

（
男
子
一
三
二
名
、
女
子
一
一
五
名
）
、
二

年
生
二
八
三
名
（
男
子
一
四
二
名
、
女

子
一
四
一
名
）
、
三
年
生
二
九
八
名
（
男

子
一
四
七
名
、
女
子
一
五
一
名
）
、
合

計
八
二
八
名
（
男
子
四
二
一
名
、
女
子

四
〇
七
名
）
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
度
に
続
き
今
年
度
も
一
年
が
七

ク
ラ
ス
と
な
り
、
ク
ラ
ス
数
は
一
、
二
年

七
ク
ラ
ス
、
三
年
八
ク
ラ
ス
の
計
二
二
ク

ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
二
年

は
文
型
五
ク
ラ
ス
、
理
型
二
ク
ラ
ス
に
分

か
れ
た
た
め
、
今
年
度
は
文
型
の
み
に
特

進
ク
ラ
ス
を
一
ク
ラ
ス
設
置
し
ま
し
た
。

三
年
は
文
型
五
ク
ラ
ス
、
理
型
三
ク
ラ
ス

と
な
り
、
例
年
通
り
文
理
と
も
に
特
進
ク

ラ
ス
を
一
ク
ラ
ス
ず
つ
設
置
し
ま
し
た
。

新
年
度
を
迎
え
て

　
一
年
生
は
、
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ

り
、
毎
日
が
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
通
学
方
法
や
時
間
、
授
業
内
容

な
ど
す
べ
て
が
中
学
校
と
違
い
ま
す
。
こ

の
あ
い
の
だ
よ
り
が
届
く
こ
ろ
に
は
、
新

し
い
生
活
に
も
慣
れ
、
少
し
周
り
を
見
渡

せ
る
余
裕
が
で
き
て
い
る
と
い
い
で
す

ね
。

　
二
年
生
は
、
主
に
進
路
希
望
に
よ
っ
て

文
型
、
理
型
に
ク
ラ
ス
が
分
か
れ
ま
し

た
。
新
し
い
ク
ラ
ス
の
友
人
や
先
生
方
と

う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
一
年
は
、
部
活

動
や
学
校
行
事
で
学
校
の
中
心
と
な
っ
て

活
動
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
す
。
学
習

と
部
活
動
の
両
立
を
目
指
し
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
取
り
組
み
方
を
構
築
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
三
年
生
は
、
自
ら
の
進
路
目
標
を
明
確

に
す
る
時
期
で
す
。
そ
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
今
何
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
を
自
分
で
考
え
、
そ
れ
を
着
実
に

実
行
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
ず
は
時
間
の
管
理
か
ら

　
三
年
間
の
高
校
生
活
で
は
、
各
学
年
と

も
「
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
」
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
使
え
る

時
間
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
時
間
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
が

大
切
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
が
一
日

の
時
間
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
か
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
今
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
以
外
の
こ
と
（
例
え
ば

ス
マ
ホ
）
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
は

い
ま
せ
ん
か
。
や
る
べ
き
こ
と
が
後
回
し

に
な
り
、
あ
と
で
自
分
が
苦
労
す
る
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
自
ら
の
行
動
を
律

し
、
自
分
の
時
間
を
管
理
し
て
、
後
悔
の

な
い
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

（
教
務
課
長
　
河
合
良
訓
）

進
路
課
よ
り

進
路
課

二
〇
二
一
年
度
入
試
結
果

　
受
験
人
口
が
本
格
的
な
減
少
期
に
入

り
、
国
公
立
大
学
、
私
立
大
学
と
も
に
志

願
者
数
が
大
幅
に
減
少
。
国
公
立
大
学
で

は
、
前
期
日
程
の
志
願
倍
率
が
初
め
て
三

倍
を
切
り
ま
し
た
。
私
立
大
学
の
志
願
者

は
一
四
年
ぶ
り
に
減
少
し
た
前
年
に
続
き

約
一
割
の
大
幅
減
と
な
り
、
競
争
緩
和
が

一
層
顕
著
に
な
っ
た
入
試
で
し
た
。
本
校

で
は
、
文
型
特
進
と
理
型
特
進
あ
わ
せ
て

四
十
三
人
（
文
系
二
二
人
、
理
系
二
一

人
）
が
国
公
立
大
学
の
合
格
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。
県
内
の
大
学
で
は
静
岡
大
学
に

一
〇
人
、
静
岡
県
立
大
学
に
三
人
、
静
岡

文
化
芸
術
大
学
に
五
人
合
格
で
し
た
。
当

初
、
共
通
テ
ス
ト
は
セ
ン
タ
ー
試
験
と
比

べ
て
難
化
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
全
国
平
均
点
は
文
系
で
五
五
五
点

（
前
年
差
＋
八
点
）
理
系
五
七
一
点
（
＋

一
九
点
、
た
だ
し
高
得
点
は
取
り
に
く
く

成
績
上
位
者
は
増
加
せ
ず
）
で
し
た
。
本

校
で
も
健
闘
し
た
生
徒
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
（
六
五
〇
点
以
上
七
名
）
。
全
国
の

出
願
状
況
を
冷
静
に
分
析
し
、
最
後
ま
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
を
貫
き
、
合
格
を

勝
ち
取
る
生
徒
も
い
ま
し
た
（
中
・
後
期

出
願
増
）
。
特
進
ク
ラ
ス
以
外
か
ら
も
国

公
立
大
学
に
一
四
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
励
ま
し
あ
う
環
境

が
こ
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
今
春
の
入
試
を
ま
と
め
る
と
、
①

セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
共
通
テ
ス
ト
へ
（
総

合
型
平
均
点
上
昇
）
、
大
学
個
別
試
験
の

変
化
（
変
わ
る
大
学
と
変
わ
ら
な
い
大

学
）
②
コ
ロ
ナ
禍
の
入
試
（
都
市
部
敬
遠

に
よ
る
地
元
志
向
）
、
資
格
系
統
人
気
③

受
験
人
口
減
に
伴
う
大
学
志
願
者
数
減
少

（
国
公
立
大
は
過
去
最
少
、
私
立
大
も
エ

リ
ア
・
難
易
度
問
わ
ず
減
少
）
で
す
。
今

年
度
も
入
試
情
報
を
適
切
に
取
捨
選
択
し

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

三
年
集
中
学
習

　
三
年
生
の
集
中
学
習
は
八
月
四
日
か
ら

八
日
の
日
程
で
本
校
実
施
し
ま
す
。
例

年
、
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
他
の
人
の
学

習
法
や
集
中
法
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」「
よ

い
刺
激
を
受
け
て
そ
の
後
の
学
習
時
間
が

増
え
た
」
と
あ
り
、
当
初
の
目
的
に
適
う

学
習
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
今
年
も
特
進
ク
ラ
ス
は
原
則
全
員
参

加
と
し
、
他
の
ク
ラ
ス
も
併
せ
て
一
二
〇

名
程
度
で
実
施
し
ま
す
。
「
一
日
一
〇
時

間
」
、
受
験
勉
強
の
体
制
作
り
に
は
最
適

な
機
会
で
す
の
で
三
年
生
の
積
極
的
な
参

加
を
期
待
し
ま
す
。

平
日
放
課
後
・
土
曜
補
講

　
今
年
の
三
年
生
の
土
曜
補
講
は
五
月
八

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
五
月
三
十
一
日
か

ら
理
社
の
平
日
放
課
後
補
講
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
部
活
動
引
退
後
の
学
習
習
慣
作

り
の
一
助
と
し
て
、
参
加
を
募
集
し
て
い

き
ま
す
。
募
集
期
間
に
つ
い
て
は
「
一
学

期
」
「
夏
休
み
」
「
二
学
期
」
に
分
け
て
受

講
希
望
を
取
る
予
定
で
、
学
習
の
進
捗
状

況
に
応
じ
た
受
講
が
可
能
で
す
。
二
年
生

の
土
曜
補
講
は
五
月
二
十
二
日
か
ら
、
一

各課の取り組み
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年
生
は
五
月
二
十
九
日
か
ら
で
す
。
ま

た
、
一
・
二
年
生
の
夏
季
補
講
は
前
期
の

み
五
日
間
で
す
。
後
日
、
案
内
と
申
込
書

を
配
布
し
ま
す
の
で
積
極
的
に
参
加
し
て

下
さ
い
。

進
路
室
の
自
習
机

　
進
路
室
で
は
自
習
机
を
二
十
四
台
設
置

し
て
い
ま
す
。
平
日
一
八
時
三
○
分
ま
で

自
習
で
き
ま
す
。
学
習
場
所
を
複
数
持
つ

こ
と
で
集
中
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
学
習
す
る
雰
囲
気
に
満
ち
た
空
間

を
今
年
も
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
赤
本
な
ど
の
入
試
資
料
を
借
り
る

場
合
は
、
貸
出
ノ
ー
ト
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
二
日
以
内
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

（
進
路
課
長
　
原
田
卓
彦
）

新
学
期
を
迎
え
て

生
徒
課

　
新
学
期
が
始
ま
っ
て
１
か
月
が
経
過
し

ま
し
た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は

誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
も
想
像
し
た
こ
と

も
な
い
未
知
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
今
も
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
落
ち
着
い
た
気
持
ち
で
学
習
・
運

動
に
取
り
組
め
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
や
り
た
い
こ
と
が

何
も
で
き
な
い
と
悲
観
す
る
の
で
は
な

く
、
こ
う
い
う
困
難
な
時
ほ
ど
自
分
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
に
、
何
も
で
き
な
い
で
な

く
、
い
ま
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
、
行

動
に
移
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

・
一
年
生
は
早
く
高
校
生
活
に
慣
れ
、
生

活
の
リ
ズ
ム
を
つ
か
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
二
年
生
は
中
堅
学
年
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
後
輩
の
指
導
と
自
己
の
生
活
を

充
実
し
た
も
の
に
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

・
三
年
生
は
高
い
進
路
意
識
を
持
つ
と
と

も
に
、
各
部
と
も
最
後
の
大
会
・
発
表

会
に
向
け
、
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
も
生
徒
課
は
以
下
の
目
標
を
基

本
と
し
て
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

１　

部
活
動
、
特
別
活
動
で
の
き
め
細
や

か
な
支
援
に
よ
り
、
生
徒
の
主
体
性
、

自
立
心
の
涵
養
を
目
指
す
。

　
本
校
の
教
育
の
柱
は
文
武
両
道
で
す
。

一
年
生
の
部
活
登
録
も
調
整
段
階
に
入
っ

て
お
り
、
実
際
に
先
輩
た
ち
と
と
も
に
活

動
を
し
て
い
る
者
も
見
ら
れ
、
各
部
の
活

動
も
活
気
を
帯
び
て
い
ま
す
。
運
動
部
に

と
っ
て
は
ど
の
部
も
総
体
予
選
が
制
限
さ

れ
た
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
、
不
安
な

気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
す

が
、
三
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
大
会
と

い
う
こ
と
で
、
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
上
位
を
目
指
し
て
精
一
杯
頑
張

る
と
と
も
に
、
下
級
生
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
を
し
っ
か
り
行
い
、
良
い
伝
統
も
引
き

継
い
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
部
活

動
を
通
し
て
体
や
心
を
鍛
え
る
と
同
時
に

学
業
と
の
両
立
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
本
校
文
化
祭
「
緑
風
祭
」
で

す
が
、
生
徒
会
が
一
年
か
け
て
計
画
し
て

い
る
重
要
な
行
事
で
す
。
ま
た
文
化
部
に

と
っ
て
も
こ
の
緑
風
祭
が
集
大
成
の
場
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
例
年
通
り
の

形
で
開
催
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

生
徒
の
３
年
間
の
活
動
が
十
分
に
発
表
さ

れ
、
生
徒
全
員
の
思
い
出
に
残
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

２　

き
れ
い
な
教
室
・
廊
下
、
美
し
い
身

な
り
、
気
持
ち
の
良
い
挨
拶
・
言
葉
遣
い
、

大
き
な
声
で
の
校
歌
斉
唱
を
目
指
す
。

　
特
に
明
る
い
挨
拶
や
場
に
応
じ
た
言
葉

遣
い
、
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
遅
刻
に
気
を
付
け
、
８
時
20
分

に
は
教
室
に
入
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
三
年
生
は
進
路
実
現
の
た
め
、
早
め

に
登
校
し
て
教
室
で
勉
強
す
る
習
慣
を
つ

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
食
事

と
睡
眠
に
留
意
し
、
規
則
正
し
い
生
活
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
年
度
当
初
は
自
転

車
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
特
に
一
年
生
は

中
学
時
代
と
異
な
り
、
通
学
の
距
離
が
長

く
な
り
、
保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
は
ご

心
配
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
音
楽
を
聴
き

な
が
ら
の
運
転
や
携
帯
電
話
を
使
用
し
な

が
ら
の
運
転
は
非
常
に
危
険
で
、
自
転
車

が
加
害
者
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
並
進
や
一
時
停
止
義
務
違
反
も
非
常

に
危
険
で
す
。
命
を
守
る
観
点
か
ら
も
マ

ナ
ー
を
守
り
、
交
通
法
規
を
守
る
よ
う
御

家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
御
指
導
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
生
徒
課
長
　
榊
原
英
裕
）

総
務
課

総
務
課

　

新
会
員
の
皆
様
に
は
、
４
月
７
日
入
学

式
後
の
地
区
会
に
お
い
て
、
袋
井
南
地
区

か
ら
監
事
１
名
、
評
議
員
16
名
（（
周
南
、

福
田
、
周
智
・
北
遠
の
３
地
区
は
理
事
兼

任
）
を
選
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。
役
員
・

評
議
員
の
方
々
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
に

は
、
本
校
の
教
育
活
動
の
推
進
、
教
育
環

境
の
整
備
の
た
め
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

本
年
度
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
後
援
会
総
会
は
中
止

（
委
任
状
の
提
出
）
と
い
た
し
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
後
日
御
案
内
い
た
し
ま

す
。

《
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
行
事
予
定
》

・
６
月
18
日
（
金
）
午
後　
　

　

授
業
参
観
・
部
活
動
保
護
者
会

　

P
T
A
地
区
会
（
１
、２
年
生
対
象
）

・
９
月
10
日
（
金
）
午
後　
　

　

一
学
年
の
学
年
P
T
A

・
９
月
17
日
（
金
）
午
後　
　

　

二
学
年
の
学
年
P
T
A

《
P
T
A
評
議
員
の
委
員
会
活
動
》

・
生
徒
、
保
健
委
員
会

　

交
通
安
全
街
頭
指
導
、
祭
典
補
導
等

・
広
報
、
研
修
委
員
会

　

緑
風
祭
バ
ザ
ー
運
営
、
写
真
撮
影
等

・
進
路
委
員
会

　

模
試
監
督
へ
の
協
力
等

　

総
務
課
で
は
、
防
災
、
奨
学
金
（
在
校

生
・
進
学
後
）
に
つ
い
て
も
担
当
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

各課の取り組み
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ま
す
。

（
総
務
課
長
　
久
野
正
勝
）

研
修
課
の
活
動

研
修
課

　
研
修
課
は
教
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と

し
た
様
々
な
研
修
を
統
括
し
て
い
る
分
掌

で
す
。
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
（
掛
川
あ

す
な
ろ
）
が
主
体
と
な
っ
て
教
員
を
対
象

と
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
立
案

し
、
そ
れ
を
各
高
等
学
校
研
修
課
が
受
け

教
員
に
参
加
を
促
す
と
い
う
流
れ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
研
修
内
容
は
多
岐
に
渡
り
、

長
期
休
暇
な
ど
を
利
用
し
教
育
に
関
し
て

の
包
括
的
な
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

教
員
の
資
質
向
上
は
、
お
子
様
方
の
御
成

長
に
そ
の
ま
ま
還
元
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

と
の
考
え
の
も
と
、
積
極
的
な
参
加
を
勧

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
国
際
交
流
の
一
環
と
し
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
姉
妹
校
、
ト
マ
ス
・
ハ
ッ

サ
ー
ル
・
ア
ン
グ
リ
カ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
と

の
学
校
訪
問
を
、
研
修
課
の
主
催
の
も
と

相
互
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
令

和
３
年
度
も
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
て
い
た
御
家
庭
に

は
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
が
御
了
解
く
だ

さ
い
。

　
加
え
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
の
基
盤
と
し

て
本
校
で
は
全
生
徒
に
G
o
o
g
l
e
社

の
提
供
す
る
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｃ
ｌ
ａ
ｓ

ｓ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
へ
の
ロ
グ
イ
ン
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

利
用
し
ま
す
の
で
お
子
様
と
同
じ
ア
カ
ウ

ン
ト
で
一
度
ロ
グ
イ
ン
を
お
試
し
く
だ
さ

い
。

（
研
修
課
　
久
野
正
幸
）

環
境
を
力
に
心
身
の
健
康
を
！

保
健
厚
生
課

　
本
校
に
転
勤
し
て
来
た
６
年
前
、
教
室

の
外
に
響
く
鶯
の
鳴
き
声
や
、
近
く
の
茶

工
場
か
ら
時
折
香
る
お
茶
の
香
り
に
気
持

ち
の
良
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
５
月
に
は
高

の
字
山
の
つ
つ
じ
と
そ
の
下
の
な
ん
じ
ゃ

も
ん
じ
ゃ
の
木
。
晩
秋
に
は
生
徒
と
校
庭

の
風
景
を
英
語
の
俳
句
に
詠
み
ま
し
た
。

　
こ
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
文
武
両

道
に
励
む
た
め
に
は
、
心
身
の
健
康
を
維

持
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ま

ず
は
朝
食
を
し
っ
か
り
と
摂
ら
せ
て
送

り
出
し
て
く
だ
さ
い
。
学
校
に
来
れ
ば
、

日
々
、
何
か
し
ら
起
こ
り
、
生
活
の
実
感

が
得
ら
れ
ま
す
。
体
力
は
気
力
で
、
免
疫

力
も
食
生
活
か
ら
で
す
。
や
が
て
巣
立
つ

十
八
の
春
ま
で
お
弁
当
作
り
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
学
校
生
活
に
お
い
て
は
、
朝
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ

で
「
健
康
観
察
」
を
実
施
し
、
生
徒
の
体

調
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
室
の

換
気
や
消
毒
を
こ
ま
め
に
行
い
、
密
に
な

ら
な
い
よ
う
注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。
ご

家
庭
に
お
い
て
も
「
見
守
り
」
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
保
健
厚
生
課
で
は
、
本
年
度
も
「
心
の

健
康
観
察
」
を
実
施
し
、
生
徒
の
心
の
状

態
の
早
期
把
握
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
も
月
２
回
程
度
設
定
し
ま
す
。
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
希
望
す
る
場
合
は
養
護

教
諭
、
ま
た
は
教
育
相
談
担
当
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

（
保
健
厚
生
課
長
　
三
浦
か
お
り
）

心
を
耕
し
種
を
ま
く

図
書
課

　
高
校
時
代
の
恩
師
は
暗
唱
を
さ
せ
る
方

だ
っ
た
。
百
人
一
首
は
も
ち
ろ
ん
茂
吉
の

『
死
に
た
ま
ふ
母
』
や
啄
木
の
『
一
握
の

砂
』
。
賢
治
の
『
永
訣
の
朝
』
や
白
楽
天

の
『
長
恨
歌
』
、『
枕
草
子
』
や
『
方
丈
記
』『
更

級
日
記
』
の
冒
頭
な
ど
。
今
思
え
ば
よ
く

も
ま
あ
覚
え
た
も
の
だ
と
思
う
。
当
時
先

生
は
、
「
高
校
時
代
は
心
を
耕
し
種
を
ま

く
時
期
だ
。
」
と
問
答
無
用
で
暗
唱
テ
ス

ト
を
行
っ
て
下
さ
っ
た
。

　
そ
の
恩
恵
を
感
じ
た
の
は
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
人
生
の
節
目
節
目

に
ふ
と
心
の
中
に
う
か
ぶ
「
こ
と
ば
」
が

あ
る
。
高
校
時
代
に
覚
え
た
「
こ
と
ば
た

ち
」
は
私
の
人
生
や
心
を
時
に
救
い
、
時

に
豊
か
に
彩
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　
役
に
立
つ
学
問
ば
か
り
が
称
美
さ
れ
る

昨
今
で
あ
る
が
、
学
問
は
本
来
、
即
効
性

の
あ
る
目
に
見
え
て
役
に
立
つ
も
の
ば
か

り
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

  

先
日
の
『
よ
み
ほ
っ
と
』
（
読
売
新
聞

日
曜
版
四
月
四
日
）
に
「
江
戸
時
代
の
会

読
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
江
戸

の
儒
学
は
暗
唱
す
る
「
素
読
」
と
先
生
に

よ
る
「
講
釈
」
が
主
で
あ
っ
た
が
伊
藤
仁

斎
や
荻
生
徂
徠
と
い
っ
た
江
戸
中
期
の
儒

者
に
よ
っ
て
「
会
読
」
（
身
分
や
門
閥
を

超
え
た
対
等
な
立
場
に
よ
る
討
論
）
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
『
縁
を

離
れ
て
』
論
じ
る
こ
と
で
「
ケ
ン
カ
せ

ず
、
利
害
も
効
用
も
離
れ
、
虚
心
に
な
っ

て
異
論
に
耳
を
傾
け
る
精
神
が
育
ま
れ
」

（
前
田
勉
『
江
戸
の
読
書
会
』
平
凡
社
）

そ
れ
が
明
治
維
新
や
自
由
民
権
運
動
の
原

動
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
た
の
だ
と
い

う
。
現
代
の
高
校
生
に
求
め
ら
れ
て
い
る

姿
が
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
高
校
時
代
に
「
心
を
耕
し
種
を
ま
き
」

そ
の
萌
芽
を
「
意
見
を
た
た
か
わ
せ
、
切

磋
琢
磨
す
る
こ
と
」
で
大
切
に
育
て
て
い

き
た
い
。
図
書
館
も
そ
の
お
手
伝
い
が
で

き
る
よ
う
に
、
図
書
を
準
備
し
、
環
境
を

整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

（
図
書
課
長
　
戸
塚
　
恵
）

袋
井
高
校
生
の
活
動
を
お
伝
え
し
ま
す

広
報
課

　
広
報
課
で
は
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

運
営
、
中
学
生
向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
『
学
校
案
内
』
の
作
成
、
夏
に
行
わ
れ

る
中
学
生
の
高
等
学
校
一
日
体
験
入
学
や

秋
に
実
施
さ
れ
る
公
開
授
業
の
企
画
・
運

営
、
学
校
新
聞
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

各課の取り組み
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症
に
よ
り
学
校
行
事
が
中
止
や
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
に
は
可
哀
想

な
一
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
広

報
課
と
し
て
も
生
徒
の
活
躍
を
思
う
よ
う

に
発
信
で
き
ず
歯
痒
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
今
年
度
も
制
約
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
工
夫
し
な
が
ら
生
徒
の
活
躍
を
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
例
年
行
っ
て
い
る
『
中
学
生
の
高
等
学

校
一
日
体
験
入
学
』
は
、
昨
年
は
夏
は
中

止
と
な
り
、
秋
に
『
公
開
授
業
』
を
代
替

行
事
と
し
て
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
学

生
は
五
四
一
人
、
中
学
生
の
保
護
者
は

二
六
〇
人
が
来
校
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
在
校
生
の
保
護
者
に
は
参
観
を

ご
遠
慮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年

度
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
改
善
さ
れ
来
校

が
可
能
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
ら
、
生
徒

の
活
動
を
見
に
来
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
後
も
生
徒
た
ち
が
、
学
業
、
学
校
行

事
、
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
を

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
個
人
情
報
に
配

慮
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（

広
報
課
長
　
石
川
泰
三
）

●本年度の取り組み

１．「文理選択が主体的に行えた」と答える生徒が 90% 以上。

２．家庭学習時間の平均が、平日 120 分以上、休日 150 分以上。

３．「公共心を持ち、常識をわきまえた生活ができた」と答える生徒が 90% 以上。

●学年主任より

　御入学おめでとうございます。

　次第に高校生活にも慣れ、学習に部活動に精を出す 1 年生諸君の姿が見られます。新型コロナウィルス

感染症拡大により、何事も制約の多い日々ではありますが、生徒の皆さんはそれぞれに自分のできる限り

の努力をしているように見受けられます。高校３年間が充実した学校生活になるよう、学年部一同、精一

杯努めて参りますので、御理解御協力のほどよろしくお願いいたします。

１年部

●本年度の取り組み

１．規律正しい高校生活を実践し、主体的に自己実現のために行動できる。

２．探究心を持ち、自らのビジョン持って学習習慣を確立できる。

３．自己の役割を理解し、学校組織活性化や社会貢献ができる。

●学年主任より

　教室棟を歩くと、お子様たちが新学期のスタートに胸を膨らませる姿と緊張感、新たに挑戦する姿勢や

新しい関係を築き上げていくのがよくわかります。人生は一期一会。出会いを大切にし、柔軟性を持って

様々なことを吸収して、新たに挑戦する 1 年としてほしいと思います。

　今年度も学年部一同、精一杯努めて参りますので、御理解と御協力をお願いいたします。

２年部

学年だより

5 あ い の だ よ り

主任 副主任 11HR 12HR 13HR 14HR 15HR 16HR 17HR 学年付

大石真
（国語）

齋藤
（保健体育）

齋藤
（保健体育）

山本
（地歴・公民）

村松
（国語）

竹中
（数学）

植田
（数学）

鈴木宏
（地歴・公民）

三田
（国語）

原川
（理科）

金沢
（英語）

久
ひ さ の

野正幸
（英語）

榊原
（保健体育）

久
く の

野正勝
（理科）

大石真
（国語）

河合
（数学）

藤井
（英語）

上村
（養護教諭）

（上段は正担任、下段は副担任）

主任 副主任 21HR 22HR 23HR 24HR 25HR 26HR 27HR 学年付

杉浦
（保健体育）

長谷川
（理科）

増田
（国語）

小林
（地歴・公民）

速水
（数学）

土屋
（英語）

伊達
（地歴・公民）

徳野
（数学）

長谷川
（理科）

山㟢
（保健体育）

吉田
（理科）

石川
（地歴・公民）

堀尾
（国語）

杉浦
（保健体育）

山内
（英語）

古田
（保健体育）

三浦
（英語）

丸山
（理科）

（上段は正担任、下段は副担任）



●本年度の取り組み

１．袋井高校生としての自覚を高め、規律正しい生活を基本として、公共心に基づいた行動をする。

２．長期・短期の学習目標を立て、自発的計画的に学習し、学力と受験に向かう力を高める。

　　　特に部活引退後の家庭学習時間の充実、目標に向かって学習の質の向上、さまざまな機会の提供

３．高い志を持ち、日々を充実させることで、個々の進路志望の実現を目指す。

　　　ＨＲ活動、面談、進路行事などを通じて進路に関する情報を提供しながらの啓発

●学年主任より

　高校生活最後の１年がはじまりました。来年３月には、全員が、胸を張って卒業してもらいたいと願っ

ています。「自分はよく頑張った。」「やるだけやった。悔いはない。」「よかった。」と、思えるような１年

を過ごすことができれば、胸を張れるでしょう。卒業式の校歌に、得られた充実感をのせて歌えたらいい

ですね。私たち教職員は、喜んでお手伝いするつもりです。高３の年、頑張りましょう。

① 保護者の方が御連絡ください。
　担任が確認や連絡のための電話を入れる場合もあります。やむ

を得ない場合を除き、生徒本人ではなく保護者の方からの連絡を

お願いします。

② 声ははっきりと、少し大きめでお願いします。
　回線や機器の状況によって、聞き取りにくい場合があります。  

③ お子様の学年・クラス・出席番号・氏名を
　確実にお伝えください。

　例 :「○年○組○番の□□ □□□です。△△の理由で
　　　　欠席 ( 遅刻 ) します。」

④ 風邪 ( 発熱 ) の場合は「何度何分の熱」かを
　お知らせください。
　現在学校ではどれ位の発熱によるものかまで把握するように　

なっています。

⑤「祖父母死去の為の忌引き」の場合は父方・母方
　どちらの祖父母かをお知らせください。

⑥ 連絡なく朝の SHR に不在だった生徒には、

　　担任が確認の電話をします。
　生徒が安全に登校したかどうかの確認を必ずします。御了承

ください。

　欠席等の連絡は始業前 7:30～8:15の間に保護者の方にして頂くことになっています。

　頂いた電話は、職員室で教員が受け、PC に欠席等の事項を入力していきますが、電話が集中し、対応に追われて入力が間に合わないこ
とがあります。「連絡をしたのに担任に伝わっていない」「確認の電話をもらった」などの御指摘を頂くことがありますが、このような事

情がありますので、御理解頂くとともに、確実な連絡をお願いします。

　生徒の状況をスムーズに確認できますよう、保護者の皆様の確実な御連絡と御協力をお願いします。

３年部

学年だより

6あ い の だ よ り

退
職非

常
勤
講
師
　
　
国
語
　
　
大
川
　
義
一

非
常
勤
講
師
　
　
国
語
　
　
永
濵
　
由
美
子

教 職 員 の 異 動

転
出副

校
長
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
野
　
光
彦

教
諭
　
　
　
　
　
地
公
　
　
牧
田
　
　
真

教
諭
　
　
　
　
　
地
公
　
　
埜
村
　
厚
二

教
諭
　
　
　
　
　
数
学
　
　
山
下
　
通
信

教
諭
　
　
　
　
　
数
学
　
　
落
合
　
克
弥

非
常
勤
講
師
　
　
数
学
　
　
坂
口
　
哲
史

教
諭
　
　
　
　
　
理
科
　
　
関
　
　
啓
人

教
諭
　
　
　
　
　
理
科
　
　
横
地
　
　
亨

非
常
勤
講
師
　
　
理
科
　
　
大
竹
　
智
久

教
諭
　
　
　
　
　
保
体
　
　
三
浦
　
み
つ
よ

教
諭
　
　
　
　
　
保
体
　
　
山
田
　
直
文

教
諭
　
　
　
　
　
保
体
　
　
蔵
原
　
　
純

教
諭
　
　
　
　
　
英
語
　
　
堀
内
　
信
人

教
諭
　
　
　
　
　
英
語
　
　
榑
松
　
　
薫

教
諭
　
　
　
　
　
情
報
　
　
塚
田
　
隼
人

転
入副

校
長
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
克
彦

教
諭
　
　
　
　
　
地
公
　
　
鈴
木
　
宏
野

教
諭
　
　
　
　
　
地
公
　
　
山
本
　
崇
博

教
諭
　
　
　
　
　
数
学
　
　
田
原
　
由
久

教
諭
　
　
　
　
　
理
科
　
　
大
石
　
光
久

教
諭
　
　
　
　
　
理
科
　
　
原
川
　
恵
次

教
諭
　
　
　
　
　
保
体
　
　
古
田
　
悠
樹

教
諭
　
　
　
　
　
保
体
　
　
山
﨑
　
訓
史

教
諭
　
　
　
　
　
保
体
　
　
間
渕
　
明
憲

非
常
勤
講
師
　
　
保
体
　
　
佐
久
間
　
桃
香

教
諭
　
　
　
　
　
英
語
　
　
藤
井
　
元
喜

教
諭
　
　
　
　
　
情
報
　
　
田
村
　
凱
人

主任 副主任 31HR 32HR 33HR 34HR 35HR 36HR 37HR 38HR

栗田
（地歴・公民）

伊藤
（英語）

荒浪
（保健体育）

藤澤
（英語）

鈴木綾
（家庭）

鮫島
（国語）

伊藤
（英語）

鈴木教
（数学）

加藤
（地歴・公民）

西尾
（国語）

中村
（英語）

田村
（情報）

栗田
（地歴・公民）

田原
（数学）

戸塚
（国語）

原田
（理科）

大石光
（理科）

西藤
（数学）

学年付き　間渕（保健体育）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上段は正担任、下段は副担任）

保護者の皆様へお願い 確実な欠席連絡をお願いします


